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■令和6年8月30日～31日の降雨により、金山ダムにおいては、洪水量※1を超える流入量が観測されました。
■金山ダムの防災操作によって下流河川の水位低減及び安定を図り、下流の富良野市（布部水位観測所）において水位を約0.4
ｍ低減させる効果があったものと推測されます。

空知川 金山ダムの洪水調節効果（令和６年８月 前線停滞による大雨）

＜本数値は、速報値であるため変更となる可能性があります。＞

位置図

ダムがなかった場合の
想定水位： 182.36m

実績水位： 181.91m

布部水位観測所付近

最高水位 9月1日 9:00
EL=332.53m

防災操作開始
EL=331.53m

金山ダム貯水状況

防災操作によって
ダムに貯めた水量
約2,498千m3

水位低減効果（布部観測所地点）

ダムでの防災操作
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時間雨量

累加雨量

8/30 18:00～8/31 22:00
流域総雨量65.2mm（ダム流域平均）

貯水位（m）

流入量（m3/s）

放流量（m3/s）
8月31日21時30分

ダムへ流れ込んできた最大水量
約88m3/s

※1洪水量：ダム下流河川において河川水が河道内を安全に流下できる流量をダム地点で換算した流量。

下流の増水をピーク時で
約87m3/s抑えました。
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